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一
、
は
じ
め
に

　

連
歌
式
目
と
実
作
の
関
係
は
、
式
目
史
の
形
成
と
作
品
の
解
釈
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る

が
、『
連
歌
新
式
』
（
1
）

以
前
の
状
況
は
限
定
的
に
し
か
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
鎌
倉
時

代
の
本
式
の
実
態
は
謎
に
包
ま
れ
て
お
り
、
新
式
に
先
行
し
て
用
い
ら
れ
初
表
十
句
の
書
式
を
取
っ

た
、
と
の
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
（
2
）。

鎌
倉
時
代
に
遡
る
式
目
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、

現
存
す
る
鎌
倉
時
代
の
作
品
の
多
く
は
断
簡
あ
る
い
は
抄
出
と
い
う
、
資
料
面
で
の
限
界
が
要
因
で

あ
っ
た
。
近
年
、
こ
の
状
況
を
打
破
す
る
新
出
資
料
と
し
て
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
歌
書
紙
背
の

連
歌
懐
紙
が
紹
介
さ
れ
た
（
3
）。
と
く
に
『
永
仁
五
年
正
月
十
日
賦
何
木
百
韻
』
は
、
百
韻
全
体
と
句
上

を
完
備
し
た
原
懐
紙
と
し
て
価
値
が
高
い
。
す
で
に
島
津
忠
夫
に
よ
っ
て
、
懐
紙
書
様
の
特
徴
、
賦

物
を
全
句
に
取
り
該
当
語
句
に
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
新
式
に
照
ら
し
た
時
の
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
た
（
4
）。

し
か
し
、『
連
歌
本
式
』
と
の
関
係
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。『
連
歌
本
式
』
は
、
明
応

元
（
一
四
九
二
）
年
、
兼
載
が
清
水
寺
に
奉
納
し
た
式
目
で
、
鎌
倉
時
代
の
本
式
の
再
現
を
試
み
た

も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
5
）。

後
世
の
資
料
と
は
い
え
、
本
式
の
内
容
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
永
仁
五
年
正
月
十
日
賦
何
木
百
韻
』
に
お
け
る
主
題
と
素
材

を
分
析
し
、『
連
歌
本
式
』
と
の
照
応
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。『
連
歌
本
式
』
が
実
際
の
古

式
の
連
歌
に
適
う
も
の
な
の
か
検
討
す
る
と
と
も
に
、『
永
仁
五
年
正
月
十
日
賦
何
木
百
韻
』
の
特

徴
と
傾
向
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
、『
永
仁
五
年
正
月
十
日
賦
何
木
百
韻
』
の
主
題
と
素
材

　

次
表
は
、『
永
仁
五
年
正
月
十
日
賦
何
木
百
韻
』
の
各
句
の
主
題
と
素
材
を
調
査
し
、
一
覧
化
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
作
品
の
構
造
を
可
視
化
し
、
式
目
と
実
作
の
関
係
を
帰
納

的
に
論
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
6
）。

本
文
は
島
津
忠
夫
の
翻
刻
（
7
）に

依
る
が
、
踊
り
字
は
使
用
せ
ず
、
送

り
仮
名
を
補
う
な
ど
、
適
宜
表
記
を
改
め
た
。

　

連
歌
の
主
題
は
四
季
・
恋
・
述
懐
・
神
祇
・
釈
教
・
旅
に
、
素
材
は
光
物
・
時
分
・
聳
物
・
降
物
・

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
永
仁
五
年
正
月
十
日
賦
何
木
百
韻
』
の
分
析

―
―

『
連
歌
本
式
』
と
の
関
係―

―

生＊　

田　

慶　

穂

山
類
・
水
辺
・
動
物
・
植
物
・
人
倫
・
居
所
・
衣
裳
・
名
所
に
分
類
さ
れ
る
。
述
懐
は
無
常
・
哀
傷
・

懐
旧
を
含
む
。
時
分
は
朝
・
夕
・
夜
、
動
物
は
鳥
・
虫
・
獣
、
植
物
は
草
・
木
の
別
が
あ
る
。
花
と

月
は
特
別
な
景
物
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
、
個
別
に
欄
を
設
け
た
。
花
は
、
正
花
の
場
合
（
桜
を
指

し
て
「
花
」
の
語
を
用
い
た
も
の
）
は
「
〇
」
と
し
、
正
花
で
な
い
場
合
（
桜
以
外
を
指
し
て
「
花
」

の
語
を
用
い
た
も
の
）
は
植
物
名
を
挙
げ
た
。

　

原
則
と
し
て
、
主
題
と
素
材
の
分
類
は
付
合
単
位
で
は
な
く
一
句
単
独
で
行
っ
た
。
例
え
ば
、
前

句
と
の
付
合
で
は
恋
、
付
句
と
の
付
合
で
は
述
懐
、
と
い
う
よ
う
に
両
様
に
と
れ
る
中
間
的
な
句
は
、

ど
ち
ら
に
も
分
類
し
な
か
っ
た
。
主
題
と
素
材
の
判
定
は
、
八
代
集
及
び
堀
川
百
首
の
用
例
、『
連

歌
新
式
』『
新
式
今
案
』『
連
歌
新
式
追
加
并
新
式
今
案
等
』
に
依
っ
た
。
判
定
に
疑
義
が
あ
る
句
に

つ
い
て
は
、『
無
言
抄
』『
産
衣
』
な
ど
も
参
照
し
、
根
拠
を
注
に
記
し
た
。
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
（
8
）。

　

第
三
節
・
第
四
節
で
は
、
次
表
に
基
づ
き
、『
連
歌
本
式
』
と
の
照
応
関
係
、
作
品
の
特
徴
と
傾

向
を
考
察
す
る
。

２－１

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
連
歌
／
式
目
／
永
仁
五
年
正
月
十
日
賦
何
木
百
韻
／
連
歌
本
式
／
連
歌
新
式

＊
平
成
二
三
年
度
生　

比
較
社
会
文
化
学
専
攻



生
田　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
永
仁
五
年
正
月
十
日
賦
何
木
百
韻
』
の
分
析

２－２

表　『永仁五年正月十日賦何木百韻』における主題と素材（初折）

本文 季 恋 述
懐

神
祇

釈
教 旅 光

物
時
分

聳
物

降
物

山
類

水
辺

動
物

植
物

人
倫

居
所

衣
裳

名
所 花 月

初
折
表

１ 山はなを雪げに月ぞかすみける 春 〇 夜 〇 〇 〇

２ 春はあらしのふきもよはらで 春

３ ちるほどのにほひをしたふ梅が枝に 春 木

４ をのがねもろくなけるうぐひす 春 鳥

５ さびしさはひとくともなきいほりにも 〇

６ そよとをどろく庭のをぎ原 秋 草 〇

７ あさぢふやむしのうらみもかなしきに 秋 虫 草

８ あきよりほかのゆふぐれもがな 秋 夕

９ このごろはしぐれにいつも袖ぬれぬ 冬 〇 〇

10 冬行く旅は物うかりけり 冬 〇

初
折
裏

１ たちやどるもりにこの葉はちりはてて 冬 木

２ いたづらにのみふくあらしかな

３ あすかがはふちせも浪やさはぐらむ 〇 〇

４ きのふもけふもさみだれの空 夏 〇

５ なをもただききこそあかね郭公 夏 鳥

６ 山のはとをく月をながめて 秋 〇 夜 〇 〇

７ つくづくとにしにむかひて夜もふけぬ 〇 夜

８ はれぬやみぢをいかにかはせん 〇

９ まだしらぬ心のをくをたづぬれば

10 しのぶなかにぞおもひいりける 〇

11 こりずまにつれなき人をしたふとて 〇 〇

12 またもなげきのかずやつもらむ
13 うきがうへにをひをそへたるとしのくれ 冬 〇

14 身のあらましぞまちよはりける 〇 〇

表　『永仁五年正月十日賦何木百韻』における主題と素材（二折）

本文 季 恋 述
懐

神
祇

釈
教 旅 光

物
時
分

聳
物

降
物

山
類

水
辺

動
物

植
物

人
倫

居
所

衣
裳

名
所 花 月

二
折
表

１ いのれども神のめぐみのをそくして 〇

２ しるしいづくぞみわのすぎむら 木 〇

３ こえかかる山ぢはきりのをくなれば 秋 〇 〇 〇

４ 峯をへだつるしかのとをごゑ 秋 〇 獣

５ うちそはぬつまをやなをも恋わぶる 〇 〇

６ 涙かたしくひとりねのそで 〇 〇 〇

７ わかれにしその夜ばかりををもひいでて 〇 夜

８ おもかげかすむありあけの月 春 〇 夜 〇

９ さきそめてかほれる花のこがくれに 春 木 梅

10 むれゐてあそぶ春の宮人 春 〇

11 いとまある御代にあひたるたのしさよ
12 心にかかる事はなくして
13 のがれてもいのちまつまの山ずみに 〇 〇

14 すてはつる身よあるにまかせん 〇 〇

二
折
裏

１ うつせみのうつつともなきならひとて

２ をりはへてただねをのみぞなく 〇

３ したへども事のほかなるなかなれば 〇

４ 行すゑとてもいかがたのまん

５ さとりゑぬもとの心をおもふには 〇

６ 旅にぞまよふ宮こはなれて 〇

７ すみかをばあづまのかたにたづねつつ 〇

８ くれこそかかれさやのやまもと 夕 〇 〇

９ さすが又かはせの浪のをとはして 〇

10 きりのしたにもをとすいかだし 秋 〇 〇

11 いはこすげ露をきながらうちなびき 秋 〇 草

12 きしふきのぼる秋のゆふかぜ 秋 夕 〇

13 みちせばしまくりでにしてとほらばや 〇 〇

14 わたりあやうき山のかけはし 〇

15 かささぎのとび行くあとの空見れば 鳥

16 雲まにのこるみじか夜のつき 夏 〇 夜 〇 〇
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学
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表　『永仁五年正月十日賦何木百韻』における主題と素材（三折）

本文 季 恋 述
懐

神
祇

釈
教 旅 光

物
時
分

聳
物

降
物

山
類

水
辺

動
物

植
物

人
倫

居
所

衣
裳

名
所 花 月

三
折
表

１ ほどもなくひとむらさめははれにけり 〇

２ 野原の草に露はむすびて 秋 〇 草

３ 千ぐささく花より秋ぞしられける 秋 草 草

４ さびしき庭を人はとはねど 〇 〇

５ ふる雪にわれとやあとをつけてまし 冬 〇 〇

６ まつもたのみのかぎりこそあれ 〇

７ かはらずもちぎりのすゑをたのむぞよ 〇

８ いつはりならばかこちこそせめ 〇

９ ことの葉のなさけにしばしなぐさめて 〇

10 あひ見ぬほどの恋ぞくるしき 〇

11 をのづからすぐる月日をへだてても
12 春をわすれぬをそざくらかな 春 木

13 花のいろはしげるこずゑにのこりつつ 夏 木 〇

14 なをこそかかれ峯のしら雲 〇 〇

15 すみがまのけぶりはけふもたえせねば 冬 〇 〇

16 そことしらるる大はらのさと 〇 〇

三
折
裏

１ やせ河やこえつるすゑにたづねきて 〇 〇

２ たきつながれを又見つるかな 〇

３ もみち葉はちればいしまのからにしき 秋 木

４ あをむらごにもこけはをひつつ 草

５ たがすみしあととてほらのすてごろも 〇 〇 〇 〇

６ きてもとへかしありしやどりを 〇

７ さもこそはうとくのみはやなりぬとも

８ その名ばかりはちかのしほがま 〇 〇

９ この浦ははまべにひろふかひもなし 〇

10 なにしにあまの袖ぬらすらむ 〇 〇 〇

11 あはれげによわたるわざもいつまでぞ 〇

12 あけぬくれぬのゆくすゑの空 〇

13 さすが又つもる日かずはなげかれて
14 とはぬうらみぞふかくなりぬる 〇

表　『永仁五年正月十日賦何木百韻』における主題と素材（名残折）

本文 季 恋 述
懐

神
祇

釈
教 旅 光

物
時
分

聳
物

降
物

山
類

水
辺

動
物

植
物

人
倫

居
所

衣
裳

名
所 花 月

名
残
折
表

１ たがためもこころくらべにすごしつつ 〇 〇

２ せめても人のなさけをぞまつ 〇 〇

３ くるまではなくともふみのかよへかし 〇

４ 月と花とのさかりなるころ 春 〇 夜 木 〇 〇

５ あたら夜のふくるぞいたくをしまるる 夜

６ かねのひびきもあまたきこへて

７ 一むらのさとのけぶりもちかづきぬ 〇 〇

８ 日かげとともにこまをはやめん 〇 〇 獣

９ 草の原わけ行くみちのとをければ 〇 草

10 うちはらふ露に袖ぞしほるる 秋 〇 〇

11 いつか又ほすまもあらんふぢ衣 〇 〇

12 すずふく風もいく夜なれけん
13 松がねにかけつくりたるいほしめて 木 〇

14 いつもかはらぬすまゐをぞする
名
残
折
裏

１ すぎよかし春と秋とををくりても

２ いなばをまちてかへすあらを田 草



生
田　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
永
仁
五
年
正
月
十
日
賦
何
木
百
韻
』
の
分
析

三
、『
永
仁
五
年
正
月
十
日
賦
何
木
百
韻
』
と
『
連
歌
本
式
』
と
の
照
応
関
係

　

本
節
で
は
、
前
節
の
表
に
基
づ
き
、『
永
仁
五
年
正
月
十
日
賦
何
木
百
韻
』
と
『
連
歌
本
式
』
と

の
照
応
関
係
を
考
察
す
る
。

　

ま
ず
、『
連
歌
本
式
』
の
内
容
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
富
田
志
津
子
の
翻
刻
（
三
重
県
立
図
書

館
本
）
に
依
っ
て
全
文
を
次
に
掲
げ
た
（
9
）。

便
宜
上
、
項
目
ご
と
に
番
号
を
付
し
た
。

（
1
）
面
十
句　

毎
句
発
句
の
賦
物
に
合
て
す
べ
し

（
2
）
賦
物　

昔
は
毎
句
に
と
る
や
う
に
あ
り　

一
説
に
は
脇
・
第
三
迄
と
い
へ
り

（
3
）
面
に
名
所
を
も
す
べ
し　

名
所
と
名
所
は
中
五
句
去
べ
し

（
4
）
季
は
五
句
去
べ
し　

但
此
内
他
の
季
な
く
ば
す
べ
か
ら
ず

（
5
）
月
・
花
・
松
・
船
・
夢
・
涙
・
竹
・
煙　

各
十
句
去
べ
し

（
6
）
景
物
な
ら
べ
て
三
句
す
べ
か
ら
ず　

打
越
に
も
す
べ
か
ら
ず
）
10
（

（
7
）
降
物
と
降
物　

打
越
を
嫌
べ
し

（
8
）
聳
物　

お
な
じ

（
9
）
草
木　

お
な
じ

（
10
）
郭
公
・
ね
覚　

景
物
に
用
之

（
11
）
槙
・
檜
原
・
関
・
猿　

山
類
に
用
也

（
12
）
季
は
二
句
に
て
も
捨
べ
し

（
13
）
名
残
ウ
ラ
六
句
な
る
べ
し

 

此
外
応
安
新
式
の
ご
と
し

　

1
前
半
・
13
は
懐
紙
書
様
、
1
後
半
・
2
は
賦
物
に
つ
い
て
述
べ
る
。
3
前
半
は
、
表
十
句
に
名

所
を
用
い
て
よ
い
か
言
及
す
る
。
3
後
半
か
ら
9
は
去
嫌
に
つ
い
て
記
し
、
10
・
11
は
語
彙
の
分
類

を
定
義
す
る
。
12
は
季
の
句
数
の
下
限
を
設
定
す
る
。

　

右
の
十
三
項
目
に
つ
い
て
、『
永
仁
五
年
正
月
十
日
賦
何
木
百
韻
』（
以
下
、
考
察
中
は
「
永
仁
五

年
連
歌
」
と
記
す
）
と
の
照
応
関
係
を
確
認
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　

懐
紙
書
様
に
関
し
て
は
、
1
前
半
の
初
表
十
句
は
永
仁
五
年
連
歌
に
当
て
は
ま
る
が
、
13
の
名
残

折
裏
六
句
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
す
で
に
島
津
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
永
仁
五
年
連
歌
の

懐
紙
書
様
は
、
初
折
表
十
句
、
初
折
裏
十
四
句
、
二
折
表
十
四
句
、
二
折
裏
十
六
句
、
三
折
表
十
六

句
、
三
折
裏
十
四
句
、
名
残
折
表
十
四
句
、
名
残
折
裏
二
句
と
な
っ
て
い
る
）
11
（

。
新
式
の
形
式
、
す
な

わ
ち
初
折
表
八
句
、
二
折
表
か
ら
名
残
折
表
ま
で
各
面
十
四
句
、
名
残
折
裏
八
句
と
は
異
な
る
。
鎌

倉
時
代
の
連
歌
懐
紙
断
簡
を
多
数
紹
介
し
た
伊
地
知
鐵
男
は
、
当
時
、
初
表
十
句
の
本
式
系
の
懐
紙

と
、
初
表
八
句
の
新
式
系
の
懐
紙
が
混
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
）
12
（

、
少
な
く
と
も
1
前
半
の
記

述
は
古
式
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
、
13
に
あ
る
「
名
残
ウ
ラ
六
句
」
の
懐
紙
は
、『
連

歌
本
式
』
制
定
後
の
清
水
連
歌
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
制
定
前
の
実
例
は
確
認
で
き
な
い
。

厳
島
神
社
蔵
『
反
故
裏
経
』
紙
背
連
歌
の
報
告
に
お
い
て
、
金
子
金
治
郎
は
、
初
折
表
十
句
、
裏

十
四
句
の
懐
紙
の
発
見
か
ら
、「
第
二
・
第
三
の
懐
紙
は
、
表
・
裏
と
も
に
十
四
句
、
第
四
の
懐
紙
は
、

表
十
四
句
、
そ
し
て
裏
は
残
り
の
六
句
と
い
う
形
に
な（
マ

マ

）

つ
て
く
る
」）
13
（

と
述
べ
る
。
13
の
記
述
は
、
古

い
連
歌
懐
紙
の
断
簡
を
見
る
機
会
を
得
た
兼
載
が
、
金
子
同
様
、
二
折
・
三
折
の
表
裏
と
も
に
十
四

句
と
想
定
し
割
り
出
し
た
、
憶
測
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

賦
物
に
関
し
て
は
、
す
で
に
島
津
に
よ
っ
て
、
永
仁
五
年
連
歌
で
は
百
韻
全
句
に
わ
た
っ
て
賦
物

を
取
る
こ
と
、
賦
物
を
取
っ
た
語
句
に
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
同
氏
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
歌
書
紙
背
連
歌
（
『
新
古
今
和
歌
集
文
永
本
』
紙
背
八
巻
と

承
空
本
私
家
集
紙
背
四
巻
の
計
十
二
巻
）
は
、
合
点
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
全
句
に
賦
物
を
取
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
）
14
（

。
し
た
が
っ
て
、
1
後
半
・
2
の
内
容
は
、
永
仁
五
年
連
歌
に
と
ど
ま
ら
ず
、

古
式
に
適
う
も
の
で
あ
る
。
2
後
半
で
、
賦
物
を
取
る
の
を
第
三
ま
で
と
す
る
説
は
、『
筑
波
問
答
』

の
「
こ
の
比
は
、
表
ば
か
り
だ
に
も
ま
こ
と
し
く
取
り
侍
ら
ざ
る
に
や
）
15
（

」
や
『
連
歌
初
学
抄
』
の
「
往

古
以
賦
物
為
題
、
或
百
韻
或
五
十
韻
毎
句
用
其
賦
物
、
近
代
ハ
発
句
バ
カ
リ
ニ
賦
物
之
沙
汰
ア
リ
）
16
（

」

と
い
っ
た
記
述
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

　

3
前
半
は
、
表
十
句
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
素
材
に
ふ
れ
た
も
の
で
、「
名
所
を
も
す
べ
し
」

と
述
べ
る
。
そ
の
意
は
、
表
十
句
に
必
ず
し
も
名
所
を
詠
む
必
要
は
な
い
が
詠
ん
で
も
構
わ
な
い
、

と
解
釈
で
き
る
。
永
仁
五
年
連
歌
の
表
十
句
に
名
所
の
句
は
確
認
で
き
ず
、
3
の
真
偽
は
不
明
で
あ

る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
歌
書
紙
背
連
歌
計
十
二
巻
の
う
ち
表
十
句
の
書
式
を
と
る
懐
紙
は
他
に

二
巻
存
在
す
る
が
、
い
ず
れ
も
表
十
句
に
名
所
は
詠
ん
で
い
な
い
。
た
だ
し
、
表
十
句
の
書
式
で
知

ら
れ
る
『
改
元
類
記
』
紙
背
の
年
次
不
詳
『
賦
何
物
連
歌
』
初
折
四
句
目
に
、「
こ
し
ぢ
ゑ
ま
か
る

か
り
ぞ
つ
げ
け
る
）
17
（

」
の
例
が
あ
る
。「
名
所
を
も
」
と
敢
え
て
強
調
す
る
の
は
、『
連
理
秘
抄
』
の
「
名

所
な
ど
は
ゆ
め
ゆ
め
無
用
の
時
出
だ
す
べ
か
ら
ず
。（
中
略
）
詮
な
き
時
、
耳
遠
き
名
所
・
異
物
さ

ら
に
出
だ
す
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
本
式
・
昔
連
歌
な
ど
の
所
為
也
）
18
（

」
と
の
記
述
を
受
け
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
表
十
句
に
名
所
を
用
い
て
も
よ
い
、
と
す
る
規
定
は
、
全
く
根
拠
の
な
い

も
の
と
は
言
え
な
い
。

　

3
後
半
か
ら
9
は
去
嫌
に
つ
い
て
記
し
、
10
・
11
は
去
嫌
の
判
断
に
必
要
な
語
彙
の
分
類
を
定
義

し
た
も
の
で
あ
る
。
主
題
と
素
材
を
調
査
し
た
結
果
、
永
仁
五
年
連
歌
で
は
3
後
半
か
ら
9
ま
で
の

去
嫌
を
す
べ
て
遵
守
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
実
際
の
使
用
間
隔
に
つ
い
て
は
、
前
節
の
表
を

２－４



人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
六
巻　

二
〇
一
三
年

参
照
さ
れ
た
い
。
例
え
ば
、
三
折
表
の
二
句
目
と
五
句
目
は
降
物
と
降
物
が
7
に
定
め
ら
れ
た
と
お

り
二
句
を
隔
て
て
い
る
。
同
様
に
、
初
折
表
の
三
句
目
と
六
句
目
、
名
残
折
表
の
十
三
句
目
と
名
残

の
裏
二
句
目
は
、
9
に
し
た
が
っ
て
草
と
木
を
二
句
隔
て
て
い
る
。
新
式
で
は
降
物
と
降
物
、
聳
物

と
聳
物
、
草
と
木
は
、
可
隔
三
句
物
と
決
め
ら
れ
て
い
る
）
19
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。
上
記
の
使
用
間
隔
を
一
句
短
く
し
て
二

句
去
と
定
め
た
7
・
8
・
9
は
古
式
を
反
映
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

次
に
「
季
は
二
句
に
て
も
捨
べ
し
」
と
す
る
12
の
規
定
に
つ
い
て
考
え
る
。『
連
歌
新
式
追
加
并

新
式
今
案
等
』
で
春
・
秋
の
句
は
三
句
以
上
連
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
夏
・
冬
の

句
に
は
下
限
の
決
ま
り
が
な
い
こ
と
か
ら
、
12
は
春
・
秋
の
句
に
適
用
さ
れ
る
と
解
釈
で
き
る
。
永

仁
五
年
連
歌
で
は
、
二
折
表
の
三
句
目
と
四
句
目
、
三
折
表
の
二
句
目
と
三
句
目
で
、
秋
を
二
句
で

捨
て
る
。
さ
ら
に
一
句
の
み
で
春
・
秋
を
捨
て
た
例
が
、
初
折
裏
の
六
句
目
、
三
折
裏
の
三
句
目
、

名
残
折
表
の
四
句
目
と
十
句
目
に
見
ら
れ
る
。
勢
田
勝
郭
の
調
査
に
よ
る
と
、
春
・
秋
三
句
連
続
の

規
定
が
実
作
上
に
現
れ
る
の
は
至
徳
二
年
の
『
石
山
百
韻
』
で
、『
文
和
千
句
』
や
称
名
寺
連
歌
（
『
正

慶
元
年
九
月
十
三
日
百
韻
』『
元
弘
三
年
十
月
廿
三
日
百
韻
』
）
で
は
春
・
秋
の
句
を
二
句
以
下
で

捨
て
る
）
20
（

。
三
句
未
満
で
春
・
秋
の
句
を
捨
て
る
の
は
、
新
式
以
前
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、『
連
歌
本
式
』
の
内
容
と
永
仁
五
年
連
歌
の
行
様
は
ほ
ぼ
合
致
し
て

い
る
。『
連
歌
本
式
』
は
十
五
世
紀
末
の
資
料
で
あ
り
、
典
拠
が
明
ら
か
で
な
い
以
上
、
そ
の
内
容

を
全
面
的
に
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
永
仁
五
年
連
歌
と
の
照
応
関
係
を
加
味
す
る
と
、
表

十
句
の
古
式
の
実
態
を
あ
る
程
度
反
映
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
本
式
の
内
容
を
伝
え
る
有
力
な

資
料
と
位
置
付
け
た
い
。

四
、『
永
仁
五
年
正
月
十
日
賦
何
木
百
韻
』
の
特
徴
と
傾
向

　

本
節
で
は
、『
連
歌
本
式
』
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
事
項
を
中
心
に
、
新
式
及
び
南
北
朝
期
以

降
の
作
品
と
比
較
し
た
場
合
の
、
永
仁
五
年
連
歌
の
特
徴
と
傾
向
を
述
べ
た
い
。

　

主
題
と
素
材
を
精
査
し
た
結
果
、
次
の
五
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

第
一
に
、
新
式
に
お
け
る
三
句
去
が
、
永
仁
五
年
連
歌
で
は
二
句
去
に
短
縮
さ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
初
折
の
四
句
目
と
七
句
目
に
鳥
と
虫
が
あ
り
、『
連
歌
本
式
』
7
・
8
・
9
の
降
物
・
聳
物
・

草
木
と
同
様
、
二
句
去
と
な
っ
て
い
る
。
表
十
句
の
『
新
古
今
和
歌
集
文
永
本
』
紙
背
『
賦
何
物
連
歌
』

で
も
、
降
物
と
降
物
、
木
と
草
が
二
句
去
で
用
い
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
表
八
句
の

称
名
寺
連
歌
で
も
聳
物
と
聳
物
、
鳥
と
獣
を
二
句
去
で
用
い
た
例
が
確
認
で
き
る
）
21
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。
つ
ま
り
、
一
三

世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
新
式
の
定
め
る
三
句
去
が
二
句
去
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
新
式
で
五
句
去
と
定
め
ら
れ
て
い
る
事
項
は
、
永
仁
五
年
連
歌
で
も
同
じ
く
五
句
去
で

用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
実
例
を
挙
げ
る
と
、
二
折
裏
七
句
目
と
十
三
句
目
は
旅
を
五
句
、
八

句
目
と
十
四
句
目
は
山
類
を
五
句
、
三
折
表
十
三
句
目
と
裏
三
句
目
は
木
を
五
句
、
三
折
表
十
五
句

目
と
裏
五
句
目
は
山
類
を
五
句
、
三
折
表
十
六
句
目
と
裏
六
句
目
は
居
所
を
五
句
、
三
折
裏
二
句
目

と
八
句
目
は
水
辺
を
五
句
隔
て
る
。
た
だ
し
、
二
折
裏
九
句
目
と
十
二
句
目
は
水
辺
を
二
句
隔
て
る

の
み
で
、
ま
た
三
折
裏
五
句
目
と
十
句
目
は
衣
裳
を
四
句
し
か
隔
て
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
破
格

が
二
箇
所
見
受
け
ら
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
ち
ょ
う
ど
五
句
を
隔
て
た
事
例
が
六
箇
所
あ
る
こ
と
か

ら
、
五
句
去
に
対
す
る
意
識
は
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

　

第
三
に
、
永
仁
五
年
連
歌
で
は
、
新
式
と
同
様
に
、
す
で
に
句
数
の
上
限
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。
新
式
で
は
、
春
・
秋
・
恋
は
五
句
ま
で
、
夏
・
冬
・
旅
・
神
祇
・
釈
教
・
述
懐
・
山
類
・
水
辺
・

居
所
は
三
句
ま
で
連
続
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
永
仁
五
年
連
歌
に
お
い
て
新
式
の
上
限

を
超
過
し
た
例
は
な
く
、
一
方
新
式
の
制
限
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
句
数
を
連
ね
た
例
は
三
つ
あ
る
。
例
え

ば
、
初
折
表
の
九
句
目
か
ら
裏
の
一
句
目
ま
で
冬
が
三
句
、
三
折
表
の
六
句
目
か
ら
十
句
目
ま
で
恋

が
五
句
続
い
て
い
る
。
後
者
の
例
で
は
、
次
に
続
く
三
折
表
の
十
一
句
目
で
「
を
の
づ
か
ら
す
ぐ
る

月
日
を
へ
だ
て
て
も
」
と
、
雑
の
句
で
あ
り
な
が
ら
恋
の
詞
を
意
図
的
に
避
け
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

　

第
四
に
、
永
仁
五
年
連
歌
で
は
、
季
を
も
つ
句
が
全
体
に
占
め
る
割
合
が
小
さ
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
永
仁
五
年
連
歌
の
季
を
も
つ
句
は
百
韻
中
三
十
句
で
あ
る
が
、
室
町
期
の
代
表
的
な
百

韻
三
種
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、『
湯
山
両
吟
』
五
十
四
句
、『
水
無
瀬
三
吟
』
五
十
句
、『
湯
山
三
吟
』

五
十
二
句
と
約
半
数
を
占
め
て
い
る
）
22
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。
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
永
仁
五
年
連
歌
に
お
い
て
は
、

春
・
秋
の
句
数
の
下
限
が
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
季
の
句
の
占
め
る
割
合
が

小
さ
く
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
五
に
、
花
と
月
を
詠
む
回
数
が
良
基
・
救
済
の
時
代
よ
り
少
な
い
、
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
永

仁
五
年
連
歌
は
、
第
二
節
の
表
が
示
す
よ
う
に
、
花
二
句
、
月
五
句
の
百
韻
で
あ
る
。
花
は
新
式
で

は
三
句
ま
た
は
四
句
、
懐
紙
を
替
え
て
用
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。『
連
歌
本
式
』
で
は
花
は
十

句
去
と
さ
れ
、
計
算
上
、
百
韻
で
あ
れ
ば
花
は
最
大
十
句
ま
で
詠
む
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
永

仁
五
年
連
歌
の
花
の
句
の
数
は
た
っ
た
二
句
と
極
端
に
少
な
い
。
新
式
と
『
連
歌
本
式
』、
ど
ち
ら

の
内
容
に
も
そ
ぐ
わ
な
い
。
称
名
寺
連
歌
に
花
五
句
の
百
韻
が
あ
る
）
23
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が
、
花
を
七
句
去
で
用
い
た
と

こ
ろ
が
あ
っ
て
、『
連
歌
本
式
』
の
十
句
去
と
は
や
は
り
合
致
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、『
連
歌
本
式
』

の
花
十
句
去
の
規
定
が
古
式
に
か
な
う
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
月
の
句
の
数
に
つ
い
て

は
、
応
永
か
ら
永
享
期
の
連
歌
で
は
八
〜
十
一
句
と
、
後
世
の
四
花
八
月
（
ま
た
は
七
月
）
と
比
較

２－５



生
田　

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
永
仁
五
年
正
月
十
日
賦
何
木
百
韻
』
の
分
析

し
て
、
月
を
多
く
詠
む
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
）
24
（

。
新
式
で
は
月
は
七
句
去
で
、
百
韻

な
ら
ば
最
大
十
三
句
ま
で
、『
連
歌
本
式
』
で
は
月
は
十
句
去
な
の
で
最
大
十
句
ま
で
詠
む
こ
と
が

で
き
る
。
去
嫌
の
間
隔
が
新
式
よ
り
三
句
長
い
分
、『
連
歌
本
式
』
に
お
け
る
月
の
句
の
最
大
数
は

減
少
す
る
。
永
仁
五
年
連
歌
の
月
の
句
が
五
句
で
、
南
北
朝
期
以
降
の
作
品
よ
り
少
な
い
と
い
う
こ

と
は
、『
連
歌
本
式
』
の
月
十
句
去
が
古
式
を
反
映
し
た
可
能
性
を
提
示
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
確

証
を
与
え
る
に
は
至
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
花
二
句
、
月
五
句
と
い
う
特
殊
さ
の
背
景
に
、
句
去
と

は
別
の
概
念
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
以
下
は
筆
者
の
憶
測
に
す
ぎ
な
い
が
、
花
の
な
い
初
折

裏
に
「
郭
公
」、
月
の
な
い
三
折
表
に
「
雪
」、
花
・
月
の
な
い
三
折
裏
に
「
紅
葉
」
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
懐
紙
に
種
類
の
異
な
る
景
物
を
配
置
す
る
決
ま
り
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

総
括
す
る
と
、
永
仁
五
年
連
歌
で
は
、
新
式
に
お
け
る
三
句
去
が
二
句
去
に
短
縮
さ
れ
、
春
・
秋

の
句
数
の
下
限
は
な
い
。
新
式
に
よ
る
作
品
と
比
べ
て
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
一
方
で
、
五
句
去
や

句
数
の
上
限
に
対
す
る
意
識
が
窺
え
、
新
式
と
同
等
の
制
約
が
あ
っ
た
こ
と
も
部
分
的
に
確
認
さ
れ

る
。
句
の
主
題
に
つ
い
て
み
る
と
、
季
の
句
の
占
め
る
割
合
は
少
な
く
、
雑
の
句
を
中
心
に
展
開
し

て
い
る
。
四
花
八
月
（
ま
た
は
七
月
）
の
定
座
は
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
花
二
句
、
月
五
句
と
、
花
・

月
を
詠
む
回
数
は
極
端
に
少
な
く
特
殊
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
本
式
に
よ
る
百
韻
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
永
仁
五
年
正
月
十
日
賦
何
木
百
韻
』

の
主
題
と
素
材
の
分
析
を
通
し
て
、『
連
歌
本
式
』
の
資
料
的
位
置
付
け
を
図
り
、
当
該
連
歌
の
特

徴
と
傾
向
を
明
ら
か
に
し
た
。
結
論
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

一
、十
五
世
紀
末
に
兼
載
が
制
定
し
た
『
連
歌
本
式
』
は
、
鎌
倉
時
代
の
本
式
の
姿
を
あ
る
程
度

正
確
に
伝
え
て
い
る
。

二
、『
永
仁
五
年
正
月
十
日
賦
何
木
百
韻
』
は
、
南
北
朝
期
以
降
の
作
品
と
比
べ
る
と
、
去
嫌
・

句
数
の
面
で
自
由
度
が
高
く
、
雑
の
句
を
中
心
に
展
開
し
、
花
・
月
を
詠
む
回
数
は
極
端
に
少
な
い
。

　

今
回
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
歌
書
紙
背
連
歌
全
十
二
巻
の
う
ち
、『
永
仁
五
年
正
月
十
日
賦

何
木
百
韻
』
を
詳
し
く
取
り
上
げ
た
。
本
式
時
代
の
百
韻
の
実
態
を
解
明
に
す
る
に
は
、
そ
の
他
の

断
簡
に
つ
い
て
も
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
断
簡
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
に
は
限
界
が
あ
る
。
既
出

資
料
の
間
隙
を
補
う
新
出
資
料
の
発
見
が
待
た
れ
る
。

注

（
１
）　

本
稿
で
い
う
『
連
歌
新
式
』
と
は
、
応
安
五
（
一
三
七
二
）
年
に
二
条
良
基
が
制
定
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
応

安
新
式
」
を
指
す
。
一
条
兼
良
の
増
補
改
訂
は
『
新
式
今
案
』、
肖
柏
の
増
補
改
訂
は
『
連
歌
新
式
追
加
并
新
式

今
案
等
』
と
記
し
て
区
別
す
る
。
本
稿
で
は
、
上
記
を
総
称
し
て
「
新
式
」
と
呼
ぶ
。

（
２
）　

本
式
は
現
存
せ
ず
、『
僻
連
抄
』、『
筑
波
問
答
』、『
菟
玖
波
集
』
詞
書
、『
私
用
抄
』
等
の
記
述
か
ら
存
在
が
知

ら
れ
る
。『
潁
原
退
蔵
著
作
集 

第
二
巻
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
）、
伊
地
知
鐵
男
『
連
歌
の
世
界
』（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
六
七
）、
金
子
金
治
郎
『
連
歌
総
論
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
七
）、
木
藤
才
蔵
『
連
歌
史
論
考 

上
』（
増

補
改
訂
版
、
明
治
書
院
、
一
九
九
三
）
な
ど
に
言
及
が
あ
る
。

（
３
）　

島
津
忠
夫
「
永
仁
五
年
の
連
歌
懐
紙―

本
式
目
に
よ
る
完
全
な
百
韻
の
新
出―

」（
志
く
れ
て
い
42
、

一
九
九
二
・
十
、２
〜
４
頁
）

（
４
）　

『
冷
泉
家
歌
書
紙
背
文
書 

上
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
81
、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
六
）、『
冷
泉
家
歌
書
紙
背

文
書 

下
』（
同
上
82
、
二
〇
〇
七
）
に
影
印
・
翻
刻
・
解
題
が
あ
る
。
上
記
は
加
筆
修
正
さ
れ
、『
島
津
忠
夫
著

作
集 

第
十
四
巻
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
）
第
二
章
に
収
録
さ
れ
た
。

（
５
）　

『
連
歌
本
式
』
制
定
の
経
緯
と
内
容
に
つ
い
て
は
富
田
志
津
子
「
清
水
連
歌
の
こ
と
」（
大
阪
俳
文
学
研
究

会 

会
報
21
、
一
九
八
七
・
九
、３
〜
８
頁
）、『
連
歌
本
式
』
が
後
世
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
同
氏
「
三
つ
の

本
式―

秘
伝
と
、
才
麿
・
西
鶴
・
芭
蕉―

」（
大
阪
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部 

研
究
紀
要 

人
文
科
学
篇
19
、

一
九
八
七
・
十
二
、
31
〜
54
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
６
）　

主
題
と
素
材
を
表
に
一
覧
化
す
る
手
法
は
、
金
子
金
治
郎
『
宗
祇
名
作
百
韻
注
釈
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
五
）

を
は
じ
め
、
廣
木
一
人
「
「
石
山
百
韻
」
の
式
目
遵
守
に
関
す
る
表
」（
緑
岡
詞
林
２
、一
九
七
五
・
十
二
、
64
〜

68
頁
）、
連
理
会
編
『
文
和
千
句
式
目
一
覧
』（
連
理
会
、
二
〇
〇
二
）
な
ど
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）　

注
４
前
掲

（
８
）　

初
折
表
９
の
「
し
ぐ
れ
」
は
、『
新
式
今
案
』
に
「
時
雨
〈
秋
冬
各
一
〉
」（
古
典
文
庫
63
、
19
頁
）
と
あ
り
、
秋
・

冬
両
方
に
用
い
る
。
秋
の
場
合
は
秋
の
景
物
と
と
も
に
用
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
冬
と
な
る
。
二
折
表
９
の
「
花
」

は
、「
か
ほ
れ
る
」
と
あ
る
の
で
梅
を
指
す
。
二
折
裏
１
の
「
う
つ
せ
み
」
は
「
現
人
」
の
意
が
強
く
、「
空
蝉
」
の
「
蝉
」

の
実
体
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
動
物
に
は
分
類
し
な
か
っ
た
。
二
折
裏
６
の
「
宮
こ
」
は
、『
連
歌
新
式
』
に
「
都 

御
階 

百
敷　

九
重
〈
已
上
非
居
所
〉
」（
古
典
文
庫
63
、
14
頁
）
と
あ
り
、
居
所
に
は
当
た
ら
な
い
。
二
折
裏
10

の
「
筏
士
」
は
、『
連
歌
新
式
』『
新
式
今
案
』『
連
歌
新
式
追
加
并
新
式
今
案
等
』
い
ず
れ
に
も
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。

『
無
言
抄
』（
岡
山
大
学
国
文
資
料
叢
書
６―

１
、
137
頁
）
に
「
筏
」
は
水
辺
と
あ
り
、『
産
衣
』（
山
田
孝
雄
・
星

加
宗
一
編
『
連
歌
法
式
綱
要
』、
114
頁
）
に
「
筏
士
」
は
人
倫
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
人
倫
に
分
類
す
る
。
三
折

表
13
は
「
花
」
と
と
も
に
「
し
げ
る
こ
ず
ゑ
」
と
あ
り
、
余
花
と
考
え
ら
れ
る
の
で
夏
に
分
類
し
た
。
名
残
折

表
４
は
「
月
」
と
「
花
」
が
あ
り
、
秋
・
春
の
両
季
を
含
む
。
雑
と
見
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
桜
と
と
も
に
月

２－６



人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
六
巻　

二
〇
一
三
年

を
愛
で
る
春
の
趣
向
は
和
歌
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
付
合
が
「
あ
た
ら
夜
の
月
と
花
と
を
お
な
じ
く
は
あ
は
れ
し

れ
ら
ん
人
に
見
せ
ば
や
」（
後
撰
・
春
下
・
一
〇
三
・
源
信
明
）
に
依
る
こ
と
か
ら
春
と
し
た
。
名
残
折
表
12
の
「
す

ず
」
は
、『
連
歌
新
式
』
の
可
嫌
打
越
物
に
「
竹
に
草
木
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
草
木
の
い
ず
れ
に
も
分
類
し
な
か
っ

た
。

（
９
）　

注
５
前
掲
「
清
水
連
歌
の
こ
と
」

（
10
）　

群
書
類
従
本
に
は
、
こ
の
後
に
「
雪
。
月
。
花
。
郭
公
。
寝
覚
を
景
物
と
い
ふ
也
。」
と
続
く
。
注
５
前
掲
「
清

水
連
歌
の
こ
と
」
に
よ
る
と
後
世
の
書
入
れ
で
あ
る
が
、
本
稿
の
分
析
で
は
こ
の
定
義
を
採
用
す
る
。

（
11
）　

注
４
前
掲

（
12
）　

『
伊
地
知
鉄
男
著
作
集
Ⅱ
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
、
160
〜
218
頁
）

（
13
）　

金
子
金
治
郎
「
鎌
倉
末
期
の
連
歌
懐
紙
断
簡
」（
国
語
と
国
文
学
28―

12
、
一
九
五
一
・
十
二
、
23
頁
）

（
14
）　

注
4
前
掲

（
15
）　

『
連
歌
論
集 

俳
論
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
66
、
一
九
六
一
、
102
頁
）

（
16
）　

『
連
歌
論
集
下
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
五
六
、
297
頁
）

（
17
）　

注
12
前
掲
（
179
頁
）

（
18
）　

注
15
前
掲
（
38
頁
）

（
19
）　

木
藤
才
蔵
『
連
歌
新
式
の
研
究
』（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
九
、
362
頁
）

（
20
）　

勢
田
勝
郭
『
連
歌
の
新
研
究 

論
考
篇
』（
桜
楓
社
、
一
九
九
二
、
63
〜
79
頁
）

（
21
）　

注
４
前
掲
上
巻
（
128
〜
130
頁
）、
注
２
前
掲
『
頴
原
退
蔵
著
作
集 

第
二
巻
』（
285
〜
322
頁
）

（
22
）　

注
６
前
掲
『
宗
祇
名
作
百
韻
注
』（
440
〜
462
頁
）

（
23
）　

注
２
前
掲
『
頴
原
退
蔵
著
作
集 

第
二
巻
』（
201
〜
208
頁
）

（
24
）　

注
20
前
掲
（
115
〜
128
頁
）

２－７
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Analysis of an Early Linked Poetry Ei nin-gonen Fusunaniki-hyaku in 
from the Reizeike Shiguretei-bunko Collection

IKUTA Yoshiho

Abstract

Several studies have been made on the history of linked poetry (renga).  However, little is known 

about the interrelation between linked poetry itself and rulebooks (shikimoku) in the Kamakura 

period.  The reason behind this was the limitations of existing works, but Ei nin-gonen Fusunaniki-
hyaku in, a complete linked poetry composed in 1297, was recently discovered among the collection of 
Reizeike Shiguretei-bunko.

The purpose of this paper is to examine how rules worked in actual linked poetry in the thirteenth 

century.  The paper analyses Ei nin-gonen Fusunaniki-hyaku in by classifying themes and contents of 
each line, then checking how these correspond to the two different types of rulebooks: Rengahonshiki 
and Rengashinshiki.  Results suggest that Ei nin-gonen Fusunaniki-hyaku in almost completely 
utilizing Rengahonshiki.  In addition, the results show not only the whole structure of Ei nin-gonen 
Fusunaniki-hyaku in but also the distinctions between Renghonshiki and Rengashinshiki.  The findings 
will offer new insights into rulebooks before Rengashinshiki and help to interpret early linked poetry 
in the Kamakura period.

Keywords: linked poetry (renga), rulebooks (shikimoku), Ei nin-gonen Fusunaniki-hyaku in, 
Rengahonshiki, Rengashinshiki


